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町田市のごみ処理の歴史 
町田市のごみ処理は、1956 年に金森焼却場を開設したことがはじま

りです。1969 年には下小山田町に移転、その後、大型団地の建設等に

よる急激な人口増加に対応するため、1982 年に「町田リサイクル文化

センター」を新設しました。 町田リサイクル

文化センター 町田リサイクル文化センターは、現在、運転開始か 

ら約 30 年が経過し、通常の維持管理費のほかに年間 

約 10 億円の修繕費がかかっており、将来にわたって 

安定的なごみ処理を行っていくために、新たなごみの 

資源化施設の整備が喫緊の課題となっています。 

 

 

上小山田西部エリア 上小山田北部エリア 

旧ごみ処理場（竜谷） 

都立小山田緑地東口駐車場東側エリア 

町田リサイクル文化センター 

ごみの資源化施設は、上図の候補地から 

・熱回収施設等（焼却施設、バイオガス化施設）1 か所 

・資源ごみ処理施設 2 か所 

の複数か所に分散して建設します。 

 ごみとして処理する量を 40％削減することを目標とし

た「町田市一般廃棄物資源化基本計画（2011 年 4 月策

定）」に基づき町田市資源循環型施設整備基本計画検討委員

会で検討された内容について、2012 年 

11 月 26 日に細見委員長から石阪市長 

に報告しました。 
報告の様子 

（左から石阪市長と細見委員長） 

小野路・下小山田エリア 

リレーセンターみなみ 

（ごみ中継基地） 

※「プラスチック圧縮梱包

施設」を追加で整備します。

●●●   熱熱熱回回回収収収施施施設設設等等等   

・焼却施設（258 トン/日）：ごみの焼却で発生するエネルギー 

を発電や熱供給に有効利用します。 

・バイオガス化施設（50 トン/日）：これまで焼却していた生 

ごみからメタンガスを発生させ、発電機や自動車の燃料に利用し 

資源化を進めます。 

裏面へ！ 

※候補地の名称は、わかりやすく

表記しております。 

（現）ビン・カン選別施設 

相原エリア（民有地） 

●●●   資資資源源源ごごごみみみ処処処理理理施施施設設設   

「容器包装リサイクル法」や「小型家電リサイクル法」等に基づき、収集したビン･カ

ン・ペットボトル・プラスチック・白色発泡トレイ・紙パック・使用済み小型家電など

を資源化します。この施設が整備されると、これまで焼却していた容器包装プラスチック

が資源化され、新たな製品に生まれ変わります。 

476 トン/日 258 トン/日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たなごみの資源化施設は、環境負荷を最小限にしていくために可能な限り小さな規模の施設とします。そのためには、皆

様の普段の生活で、ごみの減量や資源化など、よりいっそうのご協力が不可欠となります。 

※※「「町町田田市市資資源源循循環環型型施施設設整整備備基基本本計計画画」」にに関関すするる

詳詳ししいい情情報報はは、、町町田田市市ののホホーームムペペーージジににもも掲掲載載しし

てていいまますす。。  

【【ここのの広広報報紙紙にに関関すするるおお問問いい合合わわせせ】】  

町町田田市市環環境境資資源源部部環環境境政政策策課課  

電電話話：：004422--772222--33111111（（代代表表））内内線線 33771144  

FFAAXX：：005500--33116600--22775588  
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資源化の徹底 

（現在： 

約 21,000 トン） 

● 食品包装などの「容器包装プラスチック」を分別収

集し、新しい製品の原材料などとして資源化します。

2011 2012 2014 2019201820172016 2015

資源化の徹底 

町田市資源循環

型施設整備基本

計画検討委員会

の実施 

「町田市資源循環型施設周

辺まちづくり協議会」の開催

「（仮称）ごみの資源化施設連絡協議会」の開催 

 基本設計 
 環境アセスメント
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● 出す前に水切りを十分に行ってください。 

● 生ごみ処理機などを使った自家処理（たい肥化など）

でガーデニングや家庭菜園に挑戦してみましょう。

● 食品は必要な分だけ購入し、きちんと食べきりまし

ょう。 

5,000

トン減 

資源化

率ＵＰ!

 実施・ 

詳細設計 

取り組んで 
いただきたいこと 

生ごみの出し方は同じです。ただし… 

町田市 

プラスチックごみの分別をお願いします。 

町田市 町田市 

施設整備 

スケジュール 

町 田 市

出す前に水を切る・残さず食べる・買い物前に冷蔵庫チェックなど

家庭用生ごみ処理機・大型生ごみ処理機の増設 

町 田 市
町田市 

町田市

買い物はマイバッグ持参・過剰な包装の商品を購入しないなど 
6,700

トン減

3,000

トン減
オフィス町内会で紙類の分別・食品廃棄物のリサイクルなど 

町 田 市 町田市

資源化できる紙類の分別・リサイクル広場の活用・資源化品目の
拡大など 

トン減

3,000

資源化を促進するため、ビン･カン、その他の

資源物の徹底した分別をお願いします。 


